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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月6日(2014.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　利用者を認証する利用者認証装置が、
　認証者端末から、前記認証者端末にかかるIDと、前記認証者端末が読み取った利用者端
末にかかるIDとを受信し、
　受信した、前記認証者端末にかかるIDと、前記利用者端末にかかるIDと、に基いて、前
記認証者端末を使用する認証者と前記利用者端末を使用する利用者との関係区分を算出し
、
　前記利用者端末から業務IDと利用者IDとともに認証要求を受信した場合に、前記利用者
IDと、前記業務IDと、前記算出した認証者と利用者との関係区分に基いて、前記業務IDに
かかる業務への認証を行うことを特徴とする利用者認証装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記業務IDと、前記業務を利用する条件としての前記関係区分を対応付けた業務利用ポ
リシ情報を用いて、前記業務への認証を行うことを特徴とする利用者認証装置。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　認証者端末から、利用者端末にかかるIDの読取時刻を受信し、
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　前記業務への認証には、前記利用者IDと、前記業務IDと、前記関係区分と、前記読取時
刻とに基づいて行うことを特徴とする利用者認証装置。
【請求項４】
　請求項３において、
　前記業務IDと、前記業務を利用する条件としての前記関係区分と、前記読取時刻の有効
時間とを対応付けた業務利用ポリシ情報を用いて、前記業務への認証を行うことを特徴と
する利用者認証装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかにおいて、
　前記認証者端末にかかるIDは、当該認証者端末の端末IDであり、
　前記利用者端末にかかるIDは、前記利用者端末が有するタグIDであり、
　前記端末IDと前記タグIDとそれらの使用者にかかるIDとを対応付けた利用者情報を用い
て、前記受信したIDにかかる認証者ID及び利用者IDを算出し、
　前記認証者IDと利用者IDとの関係区分を記憶した関係情報を用いて、前記関係区分を算
出することを特徴とする利用者認証装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれかにおいて、
　前記認証要求の受信前に、前記算出した関係区分と、当該関係区分にかかる認証者IDと
利用者IDとを受信して受信情報に記憶し、
　前記利用者IDとともに認証要求を受信した場合に、当該利用者IDにかかる情報を前記受
信情報から読みだして、前記業務への認証を行うことを特徴とする利用者認証装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれかにおいて、
　前記利用者認証装置と、
　前記業務IDにかかる業務を提供する業務アプリケーションとを備えた業務システム。
【請求項８】
　利用者を認証する利用者認証装置が、
　認証者端末から、前記認証者端末にかかるIDと、前記認証者端末が読み取った利用者端
末にかかるIDとを受信するステップと、
　受信した、前記認証者端末にかかるIDと、前記利用者端末にかかるIDと、に基いて、前
記認証者端末を使用する認証者と前記利用者端末を使用する利用者との関係区分を算出す
る関係算出ステップと、
　前記利用者端末から業務IDと利用者IDとともに認証要求を受信した場合に、前記利用者
IDと、前記業務IDと、前記算出した認証者と利用者との関係区分に基いて、前記業務IDに
かかる業務への認証を行う認証ステップと、
　を行うことを特徴とする利用者認証方法。
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